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文化財保護法の改正
2014年9月現在
耐震性検討に向けて行われていること
 現地調査
図面取り： 平面形状や耐震要素配置の確認
振動計測： 常時微動計測，人力加振，地震観測
 静的加力実験・振動台実験・引き倒し実験
実大架構・縮小模型
 要素実験
接合部，壁，屋根，etc…
 解析・モデル化
地震応答解析，FEM，変位増分解析，etc…
2質点系せん断型モデル，はり要素モデル，etc…
11
本日の研究集会では
 伝統木造建物は地区ごとに独特の構法や材料で建
てられている
 構造調査の研究事例も増えてきた
そこで
 構造調査や耐震性評価をする際に意識すべき項目
や考え方，将来の目標をまとめませんか
伝統木造建物を調査する際に，どのような項目を調べる
必要があるか，また，気を付ける点は何か
伝統木造の評価をする際には，どのようなことに気を付け
るべきか
12
プログラム1
 司会／森井雄史（清水建設）
10:00～11:55
 解体修理を行う木造寺院建築物の工事過程ごとの微振
動計測による構造特性調査の事例
／向井洋一（神戸大学）
 地震被害と実験から見る伝統木造の耐震性
／腰原幹雄（東京大学）
 伝統木造住宅における通し柱の構造性能
／佐藤弘美（東京大学）
13:00～14:55
 京都府における伝統木造建物の耐震性検討事例
／多幾山法子（首都大学東京）
 地域性を踏まえた伝統木造建物の地震対策への課題
／林 康裕・杉野未奈・南部恭広（京都大学）
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プログラム2
 振動台実験事例 ／荒木康弘（建築研究所）
 伝統的構法による木造建築物の地震応答解析
／中川貴文（国土交通省国土技術政策総合研究所）
15:05～17:00
 木造建築の腐朽・蟻害 ／森拓郎（京都大学）
 文化財建造物の耐震改修事例
／宮本慎宏（香川大学）・守屋友貴（建築研究協会）
 パネルディスカッション
／司会：五十田博（京都大学）
 まとめ ／渡辺千明（秋田県立大学）
17:00 終了
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